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温室効果ガス排出削減対策セミナー

今すぐ取り組める省エネ対策について
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本資料のうち、今後の計画・見通し等に記載されている各数値は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因に
よって予想数値とは異なる場合があります。掲載内容には、細心の注意を払っておりますが、掲載された内容に基づいて被った損害については、弊社は一切
の責任を負いかねますので、ご了承ください。
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1. 会社概要
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会社概要1

社 名 三浦工業株式会社
所 在 地 愛媛県松山市堀江町７番地
設 立
資 本 金

ﾐｳﾗｸﾞﾙｰﾌﾟ
（三浦工業含む）

従 業 員

事業内容

連結売上高
営業利益
（営業利益率）

格付情報

1959年５月
95億４,400万円

国内 12社、海外 18社
※ 2023年3月31日現在

グループ 6,135名
うち海外30％

機器販売事業/メンテナンス事業
小型貫流ボイラ・舶用補助ボイラ・排ガス（廃熱）
ボイラ・水処理機器・ボイラ用薬品・食品機器
滅菌器・業務用洗濯機等の製造、販売
およびメンテナンス

1,583億円（2023年3月期連結）
219億円（13.5%)

発行体格付 A（維持）
株式会社格付投資情報センター（R＆I）
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事業内容（事業と事業構成）

会社概要1

国内機器販売

42%

国内メンテ

24%

ランドリー

11%

海外機器販売

17%

海外メンテ

6%

連結売上高

1,583 億円
(2023年3月期）

国内機器販売

31%

国内メンテ

46%

ランドリー

3%

海外機器販売

14%

海外メンテ

6%

営業利益

219 億円
(2023年3月期）
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会社概要1

省エネ診断について

ミウラでは、CO2、水使用量の削減、省エネの第一歩として各種設備の診断を実施しております。
現在までの総分析件数は、50,000件以上！
また水分析の総分析件数は、7,000,000件以上!

2022年度の工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業 （SHIFT事業）における支援機関にも認定されております。

1980年代
ボイラを中心とした負荷測定開始

1990年代
蒸気負荷分析装置を開発

2000年代
蒸気システム診断を開始

2020年
2010年

2000年1990年1980年1970年

診
断
件
数

50,000件
以上

専門診断部署設立後

診断件数
大幅増加

20,000件

50,000件

15,000件

10,000件

2010年
専門診断部隊の設立

2013年
水量、冷凍機診断等開始

SHIFT事業については、後程ご紹介
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２. カーボンニュートラルに

向けた取り組み
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２

お客様課題 コストアップVS

ミウラの
シナリオ

お客様の既存設備の活用とエネルギー転換の速度のバランスを
取りながら、中長期に２段階で環境負荷低減への貢献を目指す

①燃料転換と高効率化
（油→LNG)

③見える化

②廃熱回収
未利用熱活用

④省エネ診断

STAGE １
（省エネ徹底）

STAGE ２
（新規開発）

新燃料対応
(水素・アンモニア等）

トータルソリューション
の進化

２０５０２０３０２０１３

温室効果ガス ４６％削減 カーボンニュートラル宣言

CO２削減

国のカーボンニュートラルへの取り組みとミウラのシナリオ

GXへの取り組み
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最新ガス焚きボイラシステム

２

A重油→ガスへ切り替えるだけで、約25～26%のCO₂が削減され、
さらにボイラ効率UPで＋αのCO₂削減と省エネが可能

100
25～26

α

ガス + 高効率化A重油

ガ ス

CO₂

削減

CO₂

＜STAGE 1＞①燃料転換と高効率機器によるCO2削減
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２

リアルタイムでの
設備状況把握

エネルギー使用
状況の見える化

異常発生時には
メールでお知らせ

日常点検の
サポート

MEIS CLOUD ／MEIS CLOUD+ ワンストップメンテナンス

エネルギー使用状況を見える化し、
運転効率改善（省エネ）のサポート

×

＜STAGE 1＞ ②見える化（保守管理の徹底）

DXシステムの導入による徹底したエネルギー管理
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まずは現状把握

２

燃料

電気

熱供給

用水

ボイラ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

ボイラ
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

CGS

冷凍機
ポンプ

冷却塔

電気

冷水

温水

燃料

蒸気

エア

空調

工業炉

加熱設備
照明

冷却設備

熱交換器

ｴｱ駆動設備

蒸気系統

ユーティリティ設備 製造設備

お客様の設備を単体ではなく
トータルで把握し改善を提案

＜STAGE 1＞ ③省エネ診断の概要
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２ ＜STAGE 1＞ ④目標達成に向けたロードマップ

温室効果ガス46%削減

カーボンニュートラル

現在 2030年 2050年

2025年
ボイラのガス化

CO2 ●%削減

※対策名は一例です。

2024年
蒸気配管の断熱

CO2 ●%削減

2030年
熱源のヒートポンプ化

CO2 ●%削減2027年
生産設備 排熱回収

主要設備DXシステム導入
CO2 ●%削減

お客様の設備に合わせた具体的な温室効果ガス削減計画策定支援

お客様の全国の工場を省エネ診断し、
企業全体での省エネ・脱炭素コンサルタント業務依頼が近年増加
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燃料電池
(コージェネ機)

燃料電池
(モノジェネ機)

～東京ガス株式会社様
と共同開発中～

水素燃料の
貫流蒸気ボイラ

小型水素製造装置
(suidel®)

～2021年3月販売開始～

水素製造装置
(HYSERVE®)
～Daigasガスアンドパ
ワーソリューション株式

会社様より
製造委託～

都市ガスを燃料とし、
電気と熱(温水)を
生み出すコージェネ機。
省エネ、CO2削減、
防災対策に貢献!
発電効率５０％、総合
効率９０％

都市ガスを燃料とし、
電気を生み出す
モノジェネ機。
世界初・発電効率65％!

燃料は水素のため、
CO2排出ゼロ！
SI-2000ASは
高速連続制御搭載
AI-2500高圧仕様
もラインナップ。

都市ガスを燃料とし、
5m3

N/hの水素を生成。
オンサイトで小容量の
水素供給が可能！
※suidel®は東京ガス株式会社様

の登録商標です。

都市ガスやLPGを
燃料とし、水素を生
成。オンサイト型水素
ステーション等で活
躍！
（当社製造実績）

水素製造能力：
300m3N/h仕様

（HYSERVE-300）
100m3N/h仕様

（HYSERVE-100）
※HYSERVEは大阪ガス株
式会社の登録商標です。

２

乞うご期待

＜STAGE 2＞水素社会を前提としたミウラの取り組み
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３. 今すぐ取り組める省エネ対策
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３ 蒸気配管の保温

熱画像（イメージ） 可視画像（イメージ）

熱画像装置

優先順位を付けて一つずつ実施出来る
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３ コンプレッサ運転圧力の低圧化

設備の改造なしで設定変更のみで実施出来る

運転圧力を0.10MPa低減すれば、
消費電力を約8%削減出来る。

＜確認必要事項＞
①末端でのエア必要圧力
②末端までの圧力損失

①はエア使用機器仕様によるものなので、仕様確認よりクリア可能。
②はエア配管の詳細調査が必要で、ライン毎のエア流量も把握しなければ圧力損失を計算出来ない。
対象となる末端設備直前に圧力計を取り付けて、コンプレッサとの差圧を確認する方法が最も簡単。

可能であれば、リスクはあるものの、試験的に圧力を落としてみて、影響があるかどうかを実際に確認する事が最も早い。

現状消費電力50kW、年間稼働時間365日×24時間
電力量単価15円/kWh

→525千円/年 の削減
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３ コンプレッサ給気温度の低温化

コンプレッサ周辺 換気の改善

吸気温度10℃の低減で消費電力を約2%
削減出来る。

空冷式のコンプレッサの場合、排気ダクトにより、コンプレッサ室外への排気が
望ましい。
※吸気をダクトにより屋外から引っ張る事でも吸気温度低減が可能だが、実
際に施工されている事は稀。

コンプレッサ室内に放熱源がある場合は要注意。
蒸気配管、ドレン配管等。

現状消費電力50kW、年間稼働時間365日×24時間
電力量単価15円/kWh

→131千円/年 の削減
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３ 工場内エア漏れの程度確認

まずはエア漏れロスの総量確認から

＜エア漏れテスト＞
①工場内でどこもエアを使用していない時
間帯でコンプレッサを稼働させる。
②その時間帯のコンプレッサ吐出空気量
がエア漏れ量とほぼ一致するはず

※コンプレッサのタッチパネルから積算消費
電力量が分かる場合は、テスト開始時と
終了時の積算消費電力量を確認し、差
分からエア漏れ消費電力が分かる。

コンプレッサ吐出エア量の内、20～30%
はエア漏れによるとの統計あり。
(某コンプレッサメーカ)

現状消費電力50kW、年間稼働時間365日×24時間
電力量単価15円/kWh

→1,971千円/年 のエア漏れロス(30%の場合)

エアを使用していない日のコンプレッサ稼働グラフ
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３ 現状把握の為のパトロール

まずは工場全体での現状把握から

運転圧力が高すぎる。
フィルタが目詰まりしている。 排ガスがバイパスされて、未利用の

まま排出されている。

蒸気配管未保温、蒸気漏れ、エア漏
れが多数ある。

冷水・温水が垂れ流しになっている。

冷蔵庫・冷凍庫の設定温度が
過剰に低い。
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４. ご紹介(補助金、展示会)
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４ 環境省 SHIFT事業

省エネ診断費用の補助

DXシステム導入を伴う場合は、補
助額が倍増

省エネ設備導入費用の補助

診断のみでなく、その後の設備導入
補助もあり

R５年度補正
3/25 公募開始
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４ ミウラフェア
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４ ミウラフェア

是非お越し下さい！



ご清聴ありがとうございました！


